


　TOMI+2 階にあるシェアオフィス。
どんな人が入居しているかご存知です
か。今回はアオバテクノロジー株式会社
の代表取締役の小野寺洋大さんにお話を
伺いました。

　「『こんな製品があったらいいな』と誰
かが思ったとき、それを実現できる人に
なりたいんです」。そう話すのは、アオ
バテクノロジー株式会社代表取締役の小
野寺洋大さん。2020 年 11 月ににソフ
トウェア開発の仕事で独立し、その傍ら、
やりたかったハードウェアの事業を開始
しました。
　作っているのは IOT 機器。例えば、
設定した時間になるとチャイムが鳴る
「チャイムスピーカー」や、スキー場の
リフト乗り場でチケットの有効期限を
チェックする「ゲートシステム」などが
あります。内ヶ崎作三郎記念館に試験的
に設置されている、センサーで通過した
人数がわかる「入場カウンター」も小野
寺さんの製品です。
　プライベートでは自分の子どものため
にラジコンを作ったり、ドローン作りに
チャレンジしたこともあるそうです。今
まで作った作品を笑顔で説明してくれる
姿からは、モノづくりに対する熱い思い
が感じられました。
　小学生の頃からコンピュータに興味を
持ち、人生ゲームの職業もプログラマー
を選んでいたというほどコンピュータ好
きな小野寺さん。大学では電子回路につ
いて学びました。ハードウェア関連の仕
事をやってみたいと思っていましたが、
あえてソフトウェア開発専門の会社に就

職しました。「ハードを作るのにソフト
と抱き合わせで作れるようになりたかっ
た」と話します。

富谷塾で学んだことは人との 
出会いの大切さ 
思いを伝えることで協力者が現れる

　今年で 5期目を迎えた富谷塾。小野
寺さんはその 1期生です。塾長である
若生市長の体験談や志が印象的だったと
語ります。「それまで独立や起業という
とお金を中心に考えがちでしたが、人と
の出会いや、自分の思いを周囲に伝える
ことの大切さに気づかされました」。そ
して実際、人に思いを伝えることで協力
者が現れました。当時勤めていたソフト
ウェア開発会社で小野寺さんが担当して
いた顧客が「今まで通り仕事をあげるか
ら独立してみたら？」と、背中を押して
くれたのです。勤務先との交渉もうまく
いき、独立を決めました。

新しい事業がなかなか進まないジレンマ 
話し相手がいることで気分転換に

　現在、設立した株式会社では、前職か
ら引き継いだソフトウェア開発業務と並
行して自分のやりたかった IOT 機器の
開発を行っています。IOTの事業にもっ
と力を入れたいと思うものの、ソフト
ウェア開発だけで手一杯です。一人会社
なので人手が足りず、だからといって人
を雇うほどの余裕もなくジレンマを抱え
ているそうです。
　そんな小野寺さんの気分転換のひとつ

がシェアオフィス内での交流です。小
野寺さんは独立後に TOMI+2 階にある
シェアオフィスへ入居しました。家から
近くて登記ができることが決め手でし
た。入居者同士は仲が良いそうで、特に
隣のブースに入居している男性とは、た
わいのない話をよくしています。趣味の
自転車やソロキャンプを始めたのも彼に
誘われたことがきっかけでした。「気分
転換に話せる相手がいるのはありがたい
です」と小野寺さんは話します。

「あったらいいなを実現する人」として、
もっと身近なサービスにしていきたい

　今やっている仕事はとてもマニアック
なので、専門知識のない人にはなかなか
理解してもらえません。それを世間に広
め、一般化することが小野寺さんの夢
です。現在は企業から依頼を受けて IOT
機器を作っていますが、将来的には個人
が気軽に利用できるような事業にしてい
きたいと考えています。自分では作れな
いけれど、発想を伝えれば作ってくれる
人がいる、「こんなものがあったらいい
な。じゃあ小野寺さんに頼んで作っても
らおう！」そんな未来を目指します。

目指すは一般化！
IOTがもっと身近に感じられる
世の中を目指して
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IOT とは
IOT（Internet of Things）「モノのインターネッ
ト」と訳されます。PC やスマートフォンだ
けでなく、モノがインターネットにつながる
ことで、モノから情報を得たり、モノを遠隔
操作できたりします。IOT 機器の代表例はス
マートキーやスマート家電など。


